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素朴概 念 を生 か した科学概念 の 形 成
　　 一 小 学校 5 年 「水溶液」 の 学習 を 通 して
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1 ．は じめ に

　基本的な科 学概 念 の 形成 は 、理 科教育 の 大

きな 目標の
一

つ で ある 。科学概 念の 形 成 を重

視 した 理科の 学習は 、子 ども達の 素朴概念 を 、

よ り科学的な も の へ と高め て い く過程 で ある

と考え る こ とがで きる 。 しか し、先行研究 に

よ り、素朴概 念 が 容易 に科 学概念 へ と変換 さ

れ ない こ とが 多数報告 され て い る 。 そ の 多 く

は 、素朴概念 に 対 し て 反 す る 現象 を持 ち込み

概念の 再 構築をね ら っ て い る も の で あ る 。

　そ こで 、本研 究で は科 学概 念 へ と変換 され

やす い 素朴概 念 を拡張 させ 、新 し い 概 念 （粒

子概念） を形 成す る と い う視点で 小 学校 5年

水溶液 の 授業 を実践 し、そ の 有効性 を明 らか

に す る 。

2 ．研究の 目的

（1 ）単元 「物の と け方」 にお ける粒 子概念

　　を 、素朴概念 の 拡張 に よ り形 成す る授業

　　の 実践 を行 う 。

（2 ） 授業の 結果 を分析 し、素朴概念が新 し

　　い 概念 に ど う働 い た か を明 らか に す る。

（3 ） ミ ョ ウ バ ン を溶 かす 実験 ： 溶ける 量 と

　 温度 と の 関係

（4 ） 目 に見え る 見え な い は粒子 の 大 き さが

　 関係 し て い る こ とが わ か る よ うな授業

　　　　　　　 　　　　　　 　　 （図参照）

（5 ）単元全体の ま とめ

（6 ） ワ
ー

ドマ ッ プ、質 問紙 調査法に よ る概

　 念変容の 事後 調査

3 ．研究の 方 法

（1） 事前調 査

　 ワ
ー

ドマ ッ プによ り、初期の 科 学概念を調

査す る 。

（2 ）授業 の 実施

　 福井県内 の K 小 学校 5 年生 19 名 を対象

に 5 月上旬か ら 6 月上 旬にか けて 実施する 。

（3 ）事後調 査

　 ワ
ー

ドマ ッ プ、質問紙法 に よ り、授業後 の

科 学概念 を調査 す る 。

5 ．研究の 結果 ・考察

　溶 ける現象で 目 に見え な い の は 、粒子 の 大

き さが 関係 して い る こ とが わ か る 絵 を導入す

る こ と に よ り、物質が 微視的な粒子で ある と

とらえ る子 どもが増え た。

6 ．今後の課題

　学習 の 定着が 図れ て い る か ど うか 、半年後

に 調 査 し、研究 の 有効性 を さ らに示 した い 。

4 ．授業の 実施

（1） ワ
ー

ドマ ッ プに よ る事前調 査

（2 ）水 の 三 態変化の 実験 ： 水の 分子 運 動 を

　　紙芝居 に よ り説明
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